
別　表

（地域共創研究科地域共創専攻　公共社会プログラム）

必修 選択 Ａ、Ｂ、Ｃ Ｄ

研究リテラシー 1前 1

沖縄・島嶼と地域共創 1・2前 1

観光・交流と地域共創 1・2前 1

SDGｓと地域共創 1後 1

公共社会基礎 1前 1

経済経営基礎 1前 1※

言語表象基礎 1前 1※

文化・環境基礎 1前 1※

共通選択 協働実践 1後 2

地域共創特別演習Ⅰ 1前 2

地域共創特別演習Ⅱ 1後 2

地域共創特別演習Ⅲ 2前 2

地域共創特別演習Ⅳ 2後 2

行政法A 1･2前 2 ◎ ◎ 修了に必要な履修単位数

行政法B 1･2後 2 ◎ ◎

社会保障法特論A 1･2前 2 ◎ ◎ <修士論文を選択する者>

社会保障法特論B 1･2後 2 ◎ ◎ 専攻共通科目（必修科目）

社会保障法特論C 1･2後 2 ◎ ◎ 　学際融合基礎科目　4単位

労働法A 1･2前 2 ◎ ◎ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

労働法B 1･2後 2 ◎ ◎ 　特別演習  　　　　8単位

労働法C 1･2前 2 ◎ ◎         計  　　　 14単位以上

労働法D 1･2後 2 ◎ ◎ プログラム専門科目

民事訴訟法特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

民事訴訟法特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

倒産処理法特論 1･2前 2 ◎ ◎

民事執行法特論 1･2後 2 ◎ ◎

商法特論A 1･2前 2 ◎ ◎

商法特論B 1･2後 2 ◎ ◎

刑事政策Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

刑事政策Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

文化研究A 1･2前 2 ◎ ◎ 　　　　計　　　　 16単位以上

文化研究B 1･2後 2 ◎ ◎

地域研究A 1･2前 2 ◎ ◎

地域研究B 1･2後 2 ◎ ◎

国際関係史A 1･2前 2 ◎ ◎

国際関係史B 1･2後 2 ◎ ◎

東アジア国際関係論A 1･2前 2 ◎ ◎ <特定課題研究を選択する者>

東アジア国際関係論B 1･2後 2 ◎ ◎ 必修科目

比較政治学A 1･2前 2 ◎ ◎ 　学際融合基礎科目　4単位

比較政治学B 1･2後 2 ◎ ◎ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

福祉国家論A 1･2前 2 ◎ ◎ 　特別演習  　　　　8単位

福祉国家論B 1･2後 2 ◎ ◎         計  　　　 14単位以上

現代政治分析A 1･2前 2 ◎ ◎ プログラム専門科目 22単位以上

現代政治分析B 1･2後 2 ◎ ◎

行政学A 1･2前 2 ◎ ◎

行政学B 1･2後 2 ◎ ◎

刑事人権論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

刑事人権論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

沖縄戦後刑法史Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

沖縄戦後刑法史Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

現代沖縄史 1･2前 2 ◎ ◎

自治研究 1･2後 2 ◎ ◎ 　Ａ:法学コース

沖縄政治行政研究Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ 　Ｂ:政治学・平和学コース

沖縄政治行政研究Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ 　Ｃ:社会学・社会福祉学コース

平和教育学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ 　Ｄ:身体健康・運動コース

平和教育学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

地域学習論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ 注２．◎選択必修科目、○選択科目

地域学習論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

法
科
目
群

政
治
・
平
和
科
目
群

  自プログラムの専門科目から12
単位以上（各科目群からそれぞれ2
単位以上）

 ※プログラム専門科目の履修に
　あたっては注1、注2を参照す
　ること。

合計36単位以上修得し、かつ、必要
な研究指導を受けた上、特定課題研
究の審査及び最終試験に合格するこ
と。

合計30単位以上修得し、かつ、必要
な研究指導を受けた上、学位論文の
審査及び最終試験に合格すること。

注１．履修にあたっては，履修コー
ス別区分欄から選択すること。

　自プログラム含む専攻内全科目か
ら4単位以上

科目区分

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

履修コース区分
（注1、注2）

備考

※これらから1単位以上履修

専
攻
共
通
科
目

授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

授業科目

学際融合
基礎科目

特別演習

専攻基礎
科目

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上



（地域共創研究科地域共創専攻　公共社会プログラム）

必修 選択 Ａ、Ｂ、Ｃ Ｄ

科目区分

履修コース区分
（注1、注2）

備考
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

授業科目

国際社会学A 1･2前 2 ◎ ○

国際社会学B 1･2後 2 ◎ ○

社会福祉方法論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○

社会福祉方法論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○

持続社会支援論A 1･2前 2 ◎ ○

持続社会支援論B 1･2後 2 ◎ ○

社会情報学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○

社会情報学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○

観光地域社会学 1･2後 2 ◎ ○

労働社会学A 1･2前 2 ◎ ○

労働社会学B 1･2後 2 ◎ ○

運動指導支援特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

運動指導支援特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

身体発達科学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

身体発達科学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

健康心理・行動学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

健康心理・行動学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

運動学習支援特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

運動学習支援特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

健康文化論 1･2後 2 ◎ ◎

健康疫学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

健康疫学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

身体運動科学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎

身体運動科学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎

身体文化論 1･2前 2 ◎ ◎

子ども学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○

子ども学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○

社
会
・
社
会
福
祉
科
目
群

２
単
位
以
上 12

単

位

以

上



別　表

（地域共創研究科地域共創専攻　経済経営プログラム）

履修方法

必修 選択 ◎選択必修

研究リテラシー 1前 1

沖縄・島嶼と地域共創 1・2前 1

観光・交流と地域共創 1・2前 1

SDGｓと地域共創 1後 1

公共社会基礎 1前 1※

経済経営基礎 1前 1

言語表象基礎 1前 1※ 修了に必要な履修単位数

文化・環境基礎 1前 1※

<修士論文を選択する者>

共通選択 協働実践 1後 2 専攻共通科目（必修科目）

地域共創特別演習Ⅰ 1前 2 　学際融合基礎科目　4単位

地域共創特別演習Ⅱ 1後 2 　専攻基礎科目　　　2単位以上

地域共創特別演習Ⅲ 2前 2 　特別演習  　　　　8単位

地域共創特別演習Ⅳ 2後 2         計  　　　 14単位以上

ミクロ経済学 1･2前 2 ◎ プログラム専門科目

マクロ経済学 1･2前 2 ◎

マクロ経済分析 1･2後 2 ◎

情報処理特論 1･2前 2 ◎

統計学特論 1･2前 2 ◎

計量経済学特論 1･2後 2 ◎

データサイエンス特論 1･2前 2 ◎ 　　　　計　　　　 16単位以上

財政学特論 1･2前 2 ◎

地方財政論特論 1･2後 2 ◎

現代金融特論 1･2前 2 ◎

金融システム特論 1･2後 2 ◎

金融論特論 1･2前 2 ◎

現代貨幣理論 1･2後 2 ◎

国際経済政策特論 1･2前 2 ◎ <特定課題研究を選択する者>

国際経済政策演習 1･2後 2 ◎ 必修科目

開発経済学特論 1･2前 2 ◎ 　学際融合基礎科目　4単位

開発経済学演習 1･2後 2 ◎ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

経済システムと政策分析特論 1･2前 2 ◎ 　特別演習  　　　　8単位

経済システムと政策分析演習 1･2後 2 ◎         計  　　　 14単位以上

社会政策特論
1･2前又は

後
2 ◎

プログラム専門科目 22単位以上

社会政策演習 1･2後 2 ◎

現代社会システム理論特論 1･2前 2 ◎

現代社会システム理論演習 1･2後 2 ◎

日本経済史特論 1･2前 2 ◎

日本経済史演習 1･2後 2 ◎

環境経済学特論A 1･2前 2 ◎

環境経済学特論B 1･2後 2 ◎

大学組織特論 1･2前 2 ◎

大学教育マネジメント特論 1･2後 2 ◎

実践社会政策特論 1前 2 ◎

特別演習

  自プログラムの専門科目から12
単位以上（各科目群からそれぞれ
2単位以上）

　自プログラム含む専攻内全科目
から4単位以上

合計30単位以上修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、学位論
文の審査及び最終試験に合格する
こと。

授業科目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

合計36単位以上修得し、かつ、必
要な研究指導を受けた上、特定課
題研究の審査及び最終試験に合格
すること。

経
済
科
目
群

備考科目区分

専
攻
共
通
科
目

学際融合
基礎科目

専攻基礎
科目

※これらから1単位以上履修

２２

２
単
位
以
上

２２



（地域共創研究科地域共創専攻　経済経営プログラム）

履修方法

必修 選択 ◎選択必修

授業科目
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

備考科目区分

ファイナンス論基礎 1･2前 2 ◎

ファイナンス論応用 1･2後 2 ◎

現代会計論 1･2前 2 ◎

会計システム論 1･2後 2 ◎

サプライチェーン・マネジメント 1･2前 2 ◎

日本流通特論 1･2後 2 ◎

人的資源管理特論 1･2後 2 ◎

組織行動特論 1･2前 2 ◎

マーケティング研究 1･2前 2 ◎

マーケティング・コミュニケーション研
究

1･2前 2 ◎

サービスマネジメント論 Ⅰ 1･2前 2 ◎

サービスマネジメント論 Ⅱ 1･2後 2 ◎

Sustainable Destination Management
Ⅰ

1･2前 2 ◎

Sustainable Destination Management
Ⅱ

1･2後 2 ◎

観光統計・経済論Ⅰ 1･2前 2 ◎

観光統計・経済論Ⅱ 1･2後 2 ◎

観
光
産
業
科
目
群

経
営
科
目
群

２

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上



別　表

（地域共創研究科地域共創専攻　言語表象プログラム）

必修 選択 Ｅ人間社会研究 Ｆ言語総合研究 Ｇ異文化表象研究
Ｈ多文化日本語研

究

研究リテラシー 1前 1

沖縄・島嶼と地域共創 1・2前 1

観光・交流と地域共創 1・2前 1

SDGｓと地域共創 1後 1

公共社会基礎 1前 1※

経済経営基礎 1前 1※

言語表象基礎 1前 1

文化・環境基礎 1前 1※

共通選択 協働実践 1後 2

地域共創特別演習Ⅰ 1前 2

地域共創特別演習Ⅱ 1後 2

地域共創特別演習Ⅲ 2前 2

地域共創特別演習Ⅳ 2後 2

教育人間学・社会学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

教育人間学・社会学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

教育人間学・社会学C 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

教育人間学・社会学D 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

哲学的人間学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

哲学的人間学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

哲学的人間学C 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

哲学的人間学D 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

倫理学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

倫理学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

倫理学C 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

倫理学D 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

理論哲学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎ 修了に必要な履修単位数

理論哲学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

実践哲学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎ <修士論文を選択する者>

実践哲学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎ 専攻共通科目（必修科目）

英米実践哲学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎ 　学際融合基礎科目　4単位

英米実践哲学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

英米理論哲学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎ 　特別演習  　　　　8単位

英米理論哲学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎         計  　　　 14単位以上

イギリス文学表象論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎ プログラム専門科目

イギリス文学表象論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

ボーダー文化論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

ボーダー文化論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

環境文学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

環境文学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

アメリカ研究A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ◎

アメリカ研究B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ◎

スペイン文学特講A 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎

スペイン文学特講B 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎ 　　　　計　　　　 16単位以上

ヘルス・ヒューマニティーズ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎

医学と文学 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎

比較文学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎

比較文学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎

クリエイティブ・エリア・スタディーズ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎

ソーシャリー・エンゲイジド・アート 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎

音韻論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ○ <特定課題研究を選択する者>

音韻論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ○ 必修科目

比較文法特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ○ 　学際融合基礎科目　4単位

比較文法特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ○ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

コミュニケーション研究特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ○ 　特別演習  　　　　8単位

コミュニケーション研究特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ○         計  　　　 14単位以上

英語教育リサーチ論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ○ プログラム専門科目 22単位以上

英語教育リサーチ論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ○

意味論研究Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ○

意味論研究Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ○

英語教育のための応用言語学Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ ○

英語教育のための応用言語学Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ ○

言語権・言語政策特論A 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○

言語権・言語政策特論B 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○

言語類型論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○

言語類型論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○ 　Ｅ:人間社会研究コース

批判的談話研究特論A 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○ 　Ｆ:言語総合研究コース

批判的談話研究特論B 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○ 　Ｇ:異文化表象研究コース

比較方言学特論A 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎ 　Ｈ:多文化日本語研究コース

比較方言学特論B 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎

日本語教育学特論A 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎

日本語教育学特論B 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎

図書館情報メディア特論A 1･2前 2 ◎ ○ ○ ◎

図書館情報メディア特論B 1･2後 2 ◎ ○ ○ ◎

言語教育学特論 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○

言語教育学演習 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○

多言語文化教育特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○

多言語文化教育特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○

備考科目区分 授業科目
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

履修コース区分
（注1、注2）

言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目
群

  自プログラムの専門科目から12
単位以上（各科目群からそれぞれ2
単位以上）

　自プログラム含む専攻内全科目か
ら4単位以上

　※プログラム専門科目の履修に
　　あたっては注1～注2を参照す
    ること。

合計30単位以上修得し、かつ、必要
な研究指導を受けた上、学位論文の
審査及び最終試験に合格すること。

合計36単位以上修得し、かつ、必要
な研究指導を受けた上、特定課題研
究の審査及び最終試験に合格するこ
と。

注１．履修に当たっては，履修コー
ス別区分欄から選択すること。

注２．◎選択必修科目、○選択科目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

超
域
文
化
表
象
科
目
群

人
間
学
科
目
群

特別演習

専
攻
共
通
科
目

学際融合
基礎科目

専攻基礎
科目

※これらから1単位以上履修

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

８
単
位
以
上

２
単
位
以
上

８
単
位
以
上

10

単

位

以

上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

８
単
位
以
上

４
単
位
以
上

４
単
位
以
上

４
単
位
以
上



（地域共創研究科地域共創専攻　言語表象プログラム）

必修 選択 Ｅ人間社会研究 Ｆ言語総合研究 Ｇ異文化表象研究
Ｈ多文化日本語研

究

備考科目区分 授業科目
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

履修コース区分
（注1、注2）

中国語教育学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○

中国語教育学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○

言語教育における質的研究Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ○ ○

言語教育における質的研究Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ○ ○



別　表

（地域共創研究科地域共創専攻　文化・環境プログラム）

必修 選択 Ｉ歴史文化
Ｊ日本アジア文

学
Ｋ島嶼社会環境

研究リテラシー 1前 1

沖縄・島嶼と地域共創 1・2前 1

観光・交流と地域共創 1・2前 1

SDGｓと地域共創 1後 1

公共社会基礎 1前 1※

経済経営基礎 1前 1※

言語表象基礎 1前 1※

文化・環境基礎 1前 1

共通選択 協働実践 1後 2

地域共創特別演習Ⅰ 1前 2

地域共創特別演習Ⅱ 1後 2

地域共創特別演習Ⅲ 2前 2

地域共創特別演習Ⅳ 2後 2

東洋史学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

東洋史学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

西洋史学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

西洋史学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

史料学研究Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

史料学研究Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

文化人類学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

文化人類学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

東アジア社会人類学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

東アジア社会人類学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

物質交流史論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

物質交流史論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

民俗学A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ 修了に必要な履修単位数

民俗学B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

現地研究Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ <修士論文を選択する者>

現地研究Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ 専攻共通科目（必修科目）

形質人類学A 1･2前 2 ○ ◎ ◎ 　学際融合基礎科目　4単位

形質人類学B 1･2後 2 ○ ◎ ◎ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

近現代沖縄政治社会史特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ◎ 　特別演習  　　　　8単位

近現代沖縄政治社会史特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ◎         計  　　　 14単位以上

沖縄近現代史特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ◎ プログラム専門科目

沖縄近現代史特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ◎

琉球民俗学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ◎

琉球民俗学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ◎

中琉関係史特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ◎

中琉関係史特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ◎

琉球アジアくらし環境特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ◎

琉球アジアくらし環境特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ◎

日本古典文学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

日本古典文学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ 　　　　計　　　　 16単位以上

日本近代文学特論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

日本近代文学特論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

琉球方言学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

琉球方言学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

琉球文学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

琉球文学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ <特定課題研究を選択する者>

中国文学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ 必修科目

中国文学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ 　学際融合基礎科目　4単位

地域言語文化特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ 　専攻基礎科目　　　2単位以上

地域言語文化特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ 　特別演習  　　　　8単位

朝鮮文学特論Ⅰ 1･2前 2 ◎ ○ ◎         計  　　　 14単位以上

朝鮮文学特論Ⅱ 1･2後 2 ◎ ○ ◎ プログラム専門科目 22単位以上

琉球近世史特論Ⅰ 1･2前 2 ○ ○ ○

琉球近世史特論Ⅱ 1･2後 2 ○ ○ ○

合計30単位以上修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、学
位論文の審査及び最終試験に合
格すること。

科目区分

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

学際融合
基礎科目

歴
史
・
人
類
科
目
群

専
攻
共
通
科
目

備考授業科目
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

履修コース区分
（注1、注2）

琉
球
ア
ジ
ア
文
化
科
目
群

専攻基礎
科目

※これらから1単位以上履修

特別演習

  自プログラムの専門科目から
12 単位以上（各科目群からそれ
ぞれ2単位以上）

　自プログラム含む専攻内全科
目から4単位以上

 ※プログラム専門科目の履修に
　あたっては注1、注2を参照す
　ること。

２
単
位
以
上

８
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上

８
単
位
以
上

２
単
位
以
上４

単
位
以
上



（地域共創研究科地域共創専攻　文化・環境プログラム）

必修 選択 Ｉ歴史文化
Ｊ日本アジア文

学
Ｋ島嶼社会環境

科目区分 備考授業科目
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

履修コース区分
（注1、注2）

島嶼地表環境論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

島嶼地表環境論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

島嶼空間特論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

島嶼空間特論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

島嶼人口特論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

島嶼人口特論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎

島嶼水文環境論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎

島嶼水文環境論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ 　Ｉ:歴史文化コース

島嶼文化資源論A 1･2前 2 ◎ ◎ ◎ 　Ｊ:日本アジア文学コース

島嶼文化資源論B 1･2後 2 ◎ ◎ ◎ 　Ｋ：島嶼社会環境コース

島嶼環境経済論A 1･2前 2 ◎ ◎ 〇

島嶼環境経済論B 1･2後 2 ◎ ◎ 〇

ネイティブの表象文化論
1･2前又は

後
2 ◎ ◎ 〇

島嶼旅行者行動論
1･2前又は

後
2 ◎ ◎ 〇

島嶼人類学A 1･2前 2 ◎ ◎ 〇

島嶼人類学B 1･2後 2 ◎ ◎ 〇

合計36単位以上修得し、かつ、
必要な研究指導を受けた上、特
定課題研究の審査及び最終試験
に合格すること。

注２．◎選択必修科目、○選択
科目

注１．履修に当たっては，履修
コース別区分欄から選択するこ
と。

島
嶼
研
究
科
目
群

８
単
位
以
上

２
単
位
以
上

２
単
位
以
上



別　表

（地域共創研究科地域共創専攻　臨床心理プログラム）

必修 選択

研究リテラシー 1前 1

沖縄・島嶼と地域共創 1・2前 1

観光・交流と地域共創 1・2前 1

SDGｓと地域共創 1後 1

地域共創特別演習Ⅰ 1前 2

地域共創特別演習Ⅱ 1後 2

地域共創特別演習Ⅲ 2前 2 修了に必要な履修単位数

地域共創特別演習Ⅳ 2後 2

共通選択 協働実践 1後 2 必修科目

臨床心理学特論Ⅰ 1前 2 　学際融合基礎科目　　 4単位

臨床心理学特論Ⅱ 1後 2 　特別演習　　　　　 　8単位

臨床心理面接特論Ⅰ（⑦心理支援に関する理論と
実践）

1前 2
　プログラム専門科目  20単位

臨床心理面接特論Ⅱ 1後 2 　　　計　　　　　 32単位

臨床心理査定演習Ⅰ（⑥心理アセスメントに関す
る理論と実践）

1前 2
プログラム専門科目（選択）

臨床心理査定演習Ⅱ 1後 2 　　　　　　　　　 10単位以上

臨床心理学基礎実習Ⅰ 1前 2

臨床心理学基礎実習Ⅱ 1後 2

臨床心理学実習Ⅰ（心理実践実習Ⅲ(⑩-3)） 2前 2

臨床心理学実習Ⅱ 2後 2

心理学研究法特論(A) 1前 2

心理学統計法特論(A) 1後 2

認知心理学特論(B) 1前 2

学習心理学特論Ⅰ(B) 1前 2

学習心理学特論Ⅱ(B) 1後 2

教育心理学特論Ⅰ(B) 1前 2

教育心理学特論Ⅱ(B) 1後 2

発達心理学特論Ⅰ(B) 2前 2

発達心理学特論Ⅱ(B) 2後 2

社会心理学特論Ⅰ(C) 1前 2

社会心理学特論Ⅱ(C) 1後 2

コミュニティ心理学特論Ⅰ(C) 1前 2

コミュニティ心理学特論Ⅱ(C) 1後 2

精神医学特論(D)（①保健医療分野に関する理論
と支援の展開）

1前 2

老年心理学特論(D) 1後 2

グループアプローチ特論Ⅱ(E) 2前 2

学校臨床心理学特論Ⅱ(E) 2後 2

認知行動療法特論(E) 1後 2

障害者（児）心理学特論（②福祉分野に関する理
論と支援の展開）

1後 2

学校臨床心理学特論Ⅰ（③教育分野に関する理論
と支援の展開）

2前 2

犯罪心理学特論(C)（④司法・犯罪分野に関する
理論と支援の展開）

2前 2

産業心理学特論（⑤産業・労働分野に関する理論
と支援の展開）

2後 2

グループアプローチ特論Ⅰ（⑧家族関係・集団・
地域社会における理論と支援の展開）

1前 2

心の健康教育特論（⑨心の健康教育に関する理論
と支援の展開）

2前 2

心理実践実習Ⅰ(⑩-1) 1前 2

心理実践実習Ⅱ(⑩-2） 1後 2

心理実践実習Ⅳ(⑩-4） 2後 2

科目区分 授業科目
授業を
行う年次

必修、選択の別
及び単位数

備考

専
攻
共
通
科
目

学際融合基
礎科目

特別演習

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

合計42単位以上修得し、かつ、必要な
研究指導を受けた上、学位論文の審査
及び最終試験に合格すること。


